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　世界各地で生じている地震や台風、集中豪雨、熱波や寒波などによる深刻な被害は、本年

も人々の生活を脅かし続けています。

　我が国も例外ではなく、新年早々に能登半島で発生した地震の規模はマグニチュード7.6

を記録し、奥能登を中心として甚大な被害をもたらしました。

　秋田県、山形県及び石川県の能登半島などでは、記録的な大雨により深刻な被害がもたら

されました。被災された国や地域の皆様の一刻も早い復旧・復興を心より願ってやみません。

　ここに熊本大学環境報告書「えこあくと2024」を公表いたします。2023 年度に行った環

境に配慮する活動を分かり易くまとめました。今回はデザインを一新して、一般雑誌のよう

に更に読みやすい工夫を施しました。本学の「環境理念」と「環境方針」に従って、施設・環境

委員会と環境安全センターが連携して、エコ・キャンパスの実現を目指して構成員一同で環

境に配慮する活動を行ってきました。新型コロナウイルス感染拡大の影響のために実施を

見あわせていた「キャンパスクリーンデー」や「ノーマイカーウィーク」を2023 年度から再

開しました。エネルギー使用では、附属病院施設に導入したESCO 事業の効果と相まって、

エネルギー消費原単位（延床面積原単位）では、前年度比 7%減を達成しました。

　昨年の「えこあくと2023」では、気候変動というキーワードを切り口にして、本学で行わ

れている研究の一例をご紹介いたしましたが、今年の「えこあくと2024」では、水資源・生物

多様性というキーワードを切り口にして、本学で行われている研究の一例をご紹介します。

　国立研究開発法人科学振興機構(JST)の事業「次世代研究者挑戦的研究プログラム

(SPRING)」における新規プロジェクトとして、本学のプロジェクト「Better Co-being 

社会を切り拓く異分野共創型 博士イノベータ育成プログラム」が採択されました。本

育成プログラムは、専門知(研究力強化)、総合知(文理融合)、トランスファラブルスキル

を備え、異分野融合や共創により、予測不能な社会に応じた複雑な課題を解決できる国

際的な博士イノベーターを育成する教育プログラムです。今年の「えこあくと2024」で

は、この育成プログラムによって支援を受けている博士後期課程の学生が行っている

研究の一例をご紹介します。

　本報告書では、これまでも続けてきた「さらに読みやすく、伝えやすく、親しみやすい」を

念頭に置き、本学の環境に配慮する活動を各カテゴリーに分類するとともに、動画や視覚的

にわかりやすいグラフや写真を多く用いました。

　熊本大学は、「常に情報を発信し続ける大学」、「常に外から見える大学」、「常に外からの声

に耳を傾け、発展し続ける大学」を目指し、挑戦を続けます。

今後ともご支援、ご協力のほどどうかよろしくお願い申し上げます。

熊本大学長

2024年9月

小川 久雄

持続的な環境モデル『エコ・キャンパス』の実現に向けて
力強く前に、歩みを続ける

木々が連携し共生する森のごとく、熱い志を持ち高め合う炎のごとく。世界を豊かにする研究・教育に取り組む。

「創造する森 挑戦する炎」には、本学が熊本の地で長年培ってきた次の3 つの特質をわかりやすく伝えたい、そして今後も

守り育てていきたいという想いが込められています。 揮毫は、かつて本学に在籍された漫画家・井上雄彦氏にお願いしました。

● 地域に身近で世界とつながる、機動力あふれる総合大学

● 実践的課題解決力を持ち粘り強く取り組む、パワーリーダーの育成と輩出

● 歴史や環境を活かして社会が求めるイノベーションを創出する、知的専門家集団
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編集方針

　国立大学法人熊本大学は、2006年（平成18年度）

から、本学が取り組んでいる「エコ・キャンパス」の

実現と持続的な環境改善を推進するための様々な

活動を環境報告書「えこあくと（eco-act）」にとり

まとめて公表しています。「えこあくと（eco-act）」

は、﨑元達郎元学長が親しみやすい、読みやすい書

名として命名されました。　地域と国際社会に貢献

するという本学の理念のもと、本報告書はすべての

ステークホルダーとのコミュニケーションツール

として、様々な環境に関する課題や環境保全への取

組について、わかりやすい、読みやすい、充実した報

告書を目指して、編集を行うものとします。なお、編

集にあたっては以下を参考とします。

○ 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」

○「SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable　 

Development Goals）」

○ 国立大学法人熊本大学 環境理念・環境方針
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SDGs
持続可能な開発目標

���� 年の� 月�� 日－�� 日、ニューヨーク国連本部において、「国連持続可能な
開発サミット」が開催され、��� を超える加盟国首脳参加のもと、その成果文書
として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための���� アジェンダ
(Transforming our world: the ���� Agenda for Sustainable Development)※」が採択されました。
これは��の目標（Goals）と���のターゲットからなります。このアジェンダは全会一
致で採択されており、諸目標を達成するために力を尽くすことになります。

※アジェンダとは「人間、地球及び繁栄のための行動計画」のことです。

Column  Vol.1
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日本は水資源に恵まれた国といわれていますが、「バーチャルウォーター」
と呼ばれる水の存在を知っていますか？

え～と、たしか、穀物や肉、工業製品等を輸入している国
において、仮にそれらの物品等を自国で生産・製造した場
合に必要とされる水資源の量を推定した概念だったよう
な気がします。

よく知っていましたね。
ところで、日本は海外から穀物や肉、工業製品等を輸入していますが、これ
らにまつわるバーチャルウォーター量を知っていますか？

アメリカやオーストラリアからトウモロコシ、牛肉、小
麦、大豆を輸入しているので、相当な量ではないでしょう
か。具体的な量は分かりません。

そういうことですね。

具体的な量はともかく、良いところに着目していますね。
日本に投入されるバーチャルウォーターの大部分は、アメリカやオースト
ラリアからトウモロコシ、牛肉、小麦、大豆として輸入されています。
日本に輸入されたバーチャルウォーター量は、����年に約���億ｍ３となり
ました。日本で消費される水利用の国外依存度は�,���％を超え、世界で最
も高くなっています。

消費のための水利用の国外依存度が１,���％を超えてい
ることは想像さえしていませんでした。日本は水資源に
恵まれてはいますが、今後、世界的な水不足の影響を受け
る可能性がありそうですね。

ところで、「生物多様性」という言葉を聞いたことがあると思いますが、具体
的にはどのようなことを表しているのか知っていますか？

たしか、地球上の生物たちが長い歴史の中で、さまざまな環境に適
応して進化し、�,���万種ともいわれる多様な生物が生まれ、これ
らの生命は一つひとつに個性があって、すべて直接に間接的に支
えあって生きている様を表した言葉だったと思います。

そうですね。
����年に制定された生物多様性条約では、３つのレベルで多様性があると
しています。１つめは「生態系の多様性」、２つめは「種の多様性」、３つめは

「遺伝子の多様性」です。

具体的に説明をお願いします。

よろしい。
１つめの「生態系の多様性」は、森林、里地里山、河川、湿地、干潟、サンゴ礁
など様々な場所の環境に応じて成立している生態系の間の変異の多様さ
を表します。
２つめの「種の多様性」は、通常ある地域内の生物の種類として捉えます。
３つめの「遺伝子の多様性」は、同じ種でも異なる遺伝子を持つことによ
り、形や模様、生態などに多様な個性ができます。

生物多様性が大切だといわれていますが、どうしてでしょうか？

関連サイトのご紹介

令和６年度 環境白書  
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r06/index.html

みんなで学ぶ、みんなで守る 生物多様性
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/index.html

食料や水、気候の安定など、私たちの暮らしは多様な生物が関わりあう生
態系からの恵みによって支えられています。例えば、酸素を供給する植
物、水循環のバランスを支える森林、毎日の食卓を彩る野菜などの食料、
新聞や本などの紙製品や医療品、地域ごとに異なる自然と一体となって
地域色豊かな伝統文化などを挙げることができるでしょう。

私たち人間も生物多様性を構成する一員なのですね。

関連サイトのご紹介
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地理学という領域で、蚊の研究を行ってい
ます。

蚊は感染症ウイルスを媒介しますが、蚊が
いるから、または蚊と病原体�つが揃ったか
らといって必ずしも感染症が発生するわけ
ではありません。蚊と病原体と人、その�つが
重なる場所で感染症は起こります。その場所
には地理的な条件があるので、それがどうい
うところなのかを明らかにする研究をメイ
ンに行っています。

先生のご研究について
教えてください。

蚊の採集には、同じ場所で�分間、網を振り
続けて蚊を捕まえる「人囮法」と、夜に活動す
る種類の蚊を、トラップを設置して捕まえる
方法を使っています。どちらも自分が刺され
ることもあるので、虫刺され用の薬は欠かせ
ません（笑）。

そうやって採集した蚊のデータと合わせ
るのが、GIS地理情報システムです。標高や水
など、様々な地理空間データと蚊のデータと
重ね合わせて、蚊・感染症・地理や地形、これ
らの関係性を可視化します。

蚊が媒介する日本脳炎やマラリア
近年はデング熱にも要注意

学部生時代から蚊の研究に着手
現在は、他学部との共同研究も

夏になると悩まされる「蚊」。
身近な生物ながら、その生態や、
どんな条件が揃うと感染症を媒介するのかなど、
知られていないことは多くあります。
それらを地理学の見地から追い続けているのが米島万有子准教授です。

米島先生

米島先生

フィールドワークが
多いと伺いました。

蚊が媒介する感染症といえば、
日本脳炎やマラリアなどが
思い浮かびます。

デング熱を媒介する蚊の一つが、ヒトスジ
シマカ。もともと日本にもいる種類です。日
本脳炎ウイルスを媒介するコガタアカイエ
カは発生源が水田ですが、ヒトスジシマカ
は、植木鉢の受け皿や古タイヤなどのちょっ
とした水たまりで発生します。温暖化の影響
もあり、こちらのほうが今はリスクが高いと
みなされています。

ヒトスジシマカよりも媒介する能力が高
いのがネッタイシマカです。日本では過去、
離島や九州で生息が確認された例がありま
す。ただ冬を越せないためこれまで定着はし
ませんでした。現在は、輸入品にくっついて
きたネッタイシマカが日本の国際空港で確
認されています。今後、もしネッタイシマカ
が日本に入り込み、温暖化で冬を越せるよう
になると定着するかもしれないので注意が
必要です。

米島先生

大学生の時、水害と感染症に関する研究を
したいと思っていました。きっかけは、高校
生の頃に東海豪雨で自宅が床下浸水したこ
と。浸水後に消毒がなかったことが気になり
ました。

文学部�年生で研究室に所属した時、指導
教員の先生が地理学の分野で感染症を研究
している先生でした。そこでフィールドに出
て研究をしたいと言ったら、国立感染症研究
所に在籍している先生を紹介してくださっ
たんです。会いに行くと、そのままほかの先
生方も一緒に大阪城へ蚊の採集へ。帰りにお
土産としてボウフラを渡され、育ててみなさ
いと（笑）。それが、蚊の研究の始まりでした。

米島先生

どんなきっかけで、
蚊の研究を始めたんですか。

身近なのに、あまり知られていない「蚊」
その発生や病気の媒介を地理学から解き明かす

米島  万有子
大学院人文社会科学研究部（文学系）

准教授

デング熱を媒介する蚊は、
日本にもたくさんいるんですか。

日本脳炎ウイルスやマラリアを媒介する
蚊も採集して調べていますが、今はデング熱
を媒介する蚊も見ています。����年はデング
熱が世界的流行を示しており、�月時点で世
界の感染者数が史上最大。日本でも例年に比
べ猛スピードで感染者（輸入症例）が発生し
ています。

ただ日本では、����年に流行した以外はあ
まり発生事例がないんです。そこで、デング
熱が頻繁に流行している台湾を対象にしま
した。台湾では、患者さんがどこで出たかと
いう地理情報を出してくれるので、そこから
まず台湾の流行をモデル化。そして日本なら
どういう部分が重なるかをそのモデルに当
てはめ日本の流行モデルを作り、もしウイル
スや媒介能力が高い蚊（ネッタイシマカ）が
入ってきたらどれくらいのリスクがあるか
を評価しています。

米島先生
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家族に誘われて、自然豊かな
ところにでかけることは多いで
す。でも、ちょっとした水たまり
があると、ついつい蚊がいない
かな、って気になります。職業病
ですね（笑）。

腐らずに、決めつけずに
続けていると、いつか芽は出る

デング熱を媒介するネッタイシマカには
薬剤に耐性を持つものもいて、また、蚊が媒
介する感染症にはワクチンや治療薬がない
ものもあります。課題はたくさんあって、私
一人でそれらに対応することはできません。
また、基本的に常に一人でやっている状況な
ので、他学部との連携は欠かせないと考えて
いました。

ただ、なかなか共同研究ができる先生とは
出会えない中、紹介頂いたのが薬学部所属
で、薬草をはじめとした植物のエキスパート
である渡邊高志先生でした。

蚊は植物の葉裏などで休息しています。蚊
が好む、または嫌う植物の成分が分かれば、
人にも環境にも優しい、植物を活用した誘引
剤や忌避剤を作ることができるので、非常に
多くの植物の情報をお持ちの渡邊先生と一
緒に研究をしています。

米島先生

他学部との共同研究も
進めておられるそうですね。

蚊の研究をするとなった時、他の先生たち
から「それは小学生の夏休みの自由研究だ」
と批判されたこともあります。公衆衛生が発
達した日本では、蚊が媒介するような感染症
はもう出ないと。しかし����年、デング熱が
流行し風向きが変わったんです。いつ、何が
起こりどんな芽が出るかは分からない。腐ら
ずに、継続することが大事だと思っていま
す。

それから、「こんなところに蚊はいない」と
決めつけずにとりあえずやってみる。そうす
ると、蚊が捕れることもあるんです。固定概
念を捨ててチャレンジすること、これも大切
にしています。

米島先生

研究で大切にしているモットーを
教えてください。

蚊にもっと興味を持ってほしいです！
蚊は嫌なもの、というイメージが強い生き物ですが、「蚊も昆虫の一つ。食

物連鎖の中に含まれており、全部排除してしまえばいい、というものではあ
りません」と米島准教授。蚊を食べるコウモリのような動物もいれば、ボウフ
ラを食べてくれる蚊や、有機物を食べ水浄化に一役買っているような蚊もい
ます。「必要なのは、もっと蚊について知り、蚊が好きな場所、嫌いな場所を
ゾーニングして、増えすぎたら数をコントロールするようなやり方だと思い
ます」。今後、全国の小学生に蚊のトラップを使って採集してもらうような取
り組みで、データを収集かつ、蚊に興味を持ってくれる人を増やしたいと話
してくれました。

+1
プラスワン

米 島 准 教 授 の 休 日
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様々な手法で現地調査
同位体の測定も

細野  高啓 教授

研究で分かったことは、どの
ようなことに活かされるので
しょうか。

地球環境問題にもかかわる
水質評価にもつながる研究

　私はどちらかというと地下の水を一生懸
命見ています。だから、熊本県のような地下
水を利用している地域だと、水の利用による
地下水の変化にも関心を持ちながら研究す
ることになりますね。水の動態を詳しく可視
化することができれば、地球環境問題にもか
かわる水質の評価にもつながります。
　例えば、地下水中の硝酸態窒素汚染による
問題があります。ある場所では窒素汚染がも
う��年くらい前から顕在化。対策もしている
ので改善している所もありますが、そうでな
い所もあります。窒素の動態をモデル化する
ことで、将来、窒素の汚染問題が軽減され、基

細野先生

循環する水は、見えない部分
もありますよね。

　水が見えないポイントは�つあります。一
つが、水蒸気になった時。もう一つが、地下に
潜った時です。
　水蒸気に関しては、その発生や量を、気象観
測点で得られるデータを駆使して推定して
います。地下の流れに関しては、現地調査で井
戸の水位の測定や、時には物理探査という方
法を使って調べます。物理探査とは、電流など
を人工的に流し、その波の伝わりが地下でど
う変化するのかを見る方法。この辺りは水が
飽和しているとか不飽和であるとか、あるい
は塩水が浸入しているかなどが分かります。

細野先生

どのような研究をされて
いるんですか。

　私の研究テーマは、地球表層の水・物質循環
です。ある流域を研究対象とし、現地調査を通
じてその流域の水がどのように流れているの
かを見ています。その流域に降った雨などの
水が地表をどう伝い、地下に潜った水が地下
でどのような動態で流れて海へと行くのか。
また、その水の中に含まれている物質が、水の
流れと共に形態をどう変化させながら海へと
運ばれるのか、その実態を見る研究です。

細野先生

地域の財産になるような水循環の
シミュレーションモデルを作りたい

なぜこの研究を始めたのですか。

　子どもの頃から植物や昆虫の巣、貝殻を集
めて標本を作ったり、鉱物や化石を集めてき
たりするので、家の中がそういうものであふ
れていました（笑）。
　大学も、自然とそういったことが勉強でき
る分野に進み、鉱物や岩石から、もっと地球
の深いところ、マントルの実態の研究などを
行いました。そのうちに、自然科学と社会と
の接点に興味が湧いたんです。子どもの頃か
ら好きだった鉱石などの有用資源は、経済の
ベースになっています。それらは地下で、ど
うやってできるんだろうと。有用資源を運ぶ
熱水の挙動に含まれる元素に興味が湧いて
きました。時代が環境に注目するようになる
と、自分の関心も水循環や地下水資源に移り
ました。
　興味の対象がいろいろ変わったように思
えるかもしれませんが、物質を見ること、そ
の挙動を見るという点では共通しているの
で、自分としてはそこまで大きく変化してき
たつもりはないんです。

海からやってきた水蒸気は、地表に降る雨となり、その水は川や地下
へと流れてまた海へと返ります。目で見て確かめることはできない地
下の水も含め、水やそこに含まれる物質がどう循環しているかを明ら
かにする研究を行っているのが、細野高啓教授です。
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流域の水は、どう動いているのか
見えない地下も含め、水・物質の循環を可視化する

準値を上回ることなく持続できるようにす
るため、人間活動のシナリオを議論するのに
利用できるのではないかと期待しています。
　ちなみに、硝酸態窒素は水に含まれて運ば
れますが、大地は硝酸態窒素の自然浄化機能
も持っています。それは同位体を調べること
で分かります。例えば、ある流域の下流側に浄
化機能のポテンシャルがあるとか、別のエリ
アにはその能力がないとか。同位体を使うと、
そういった評価をすることも可能です。

水がどこにありそれがどう流れているのか、
その基礎情報を得られると、それを確かめる
ために使うのが同位体追跡ツールです。水の
同位体比を測定すると、その起源、例えば地表
と地下の水の交流状況や、どういった標高で
涵養された水なのかが分かります。ただ、同位
体を見るにしても、やはり観測ベースのイ
メージを大事にしながらやっています。そし
て、地表や地下の水を含めた流域全体の水の
動きを総合的に可視化する時は、シミュレー
ションツールを使っています。

細野先生
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https://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/~hosono/index.html

研究室 HP



最近、実がなる植物を育て始
めました。いろんな果物を育て
たくて増やし過ぎてしまったの
で、「この辺にしとかないと」と
自分に言い聞かせています（笑）。

　細野教授の研究室には多くの留学生も在籍。その中には、キルギスからの
留学生もいます。留学の目的は、キルギスにある高山湖としては世界で�番
目、琵琶湖の�倍という広さを誇るイシク・クル湖の研究を、細野教授のもと
で行うことです。イシク・クル湖は、周りを囲む�千から�千メートル級の山々
から雪解け水が流れ込み、とても美しい状態を保っていました。しかし、近年
の観光開発によって湖の水が富栄養化。藻の繁殖やヘドロ化といった問題が
発生しています。
　細野教授は、「彼女が来る前に、同位体を取るノウハウなど研究に必要なこ
とを教えるために私がキルギスを訪問しました。��日間くらい滞在して様々
な場所を調査。現地の方から温かい歓迎も受けました」と話してくれました。

+1
プラスワン

細 野 教 授 の 休 日

今後の展望は。

　自然は多様過ぎて、完全に私たちが再現す
ることはできません。でも、自然をいろんな
角度から見て、「やっぱり、こういう風に考え
るともっともらしいね」と、シミュレーショ
ンモデルなどを使って再現・可視化すること
は可能です。それを、地域で関心が集まるエ
リアを対象に行うことができれば、地域の財
産になります。その地域が将来ありたい姿を
実現するための政策や、議論できるツールに
なります。さらに国土スケールで再現できる
ようになれば、「一つ、仕事をした」、そんな気
になれるかな、と思っています。

細野先生
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私たちの身近に生きる数多くの植物。それらはどこで生まれ、どう日本に
入ってきて、どう根付いていったのか。藤井紀行准教授は、日本列島の植
物の起源や成り立ちを、遺伝子レベルで解き明かす研究を行っています。藤井  紀行　

大学院先端科学研究部 (理学系 )

准教授

大陸と陸続きだった時にやって来た
それを科学的に検証する研究
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せっかく熊本大学にいるのだから
阿蘇の草原維持にも貢献したい

ほかにどんなことが分かるの
でしょうか。

キスミレがいつ頃分かれたのかをざっく
りと推定してみた結果、ロシアの集団と、韓
国・日本の集団の系統が分かれたのが��万年
前から��万年前くらい。韓国と日本の集団が
分かれたのが�～�万年前です。�～�万年前は
地球が徐々に寒冷化した時代で、北極が凍る
ことで海面が下がっていたので、キスミレが
日本に入ってきたのではないか、ということ

藤井先生

どうやってそれらの植物の成り
立ちを調べるのですか。

　最近研究している阿蘇の植物のうち、満鮮
要素に属するキスミレを例に紹介します。
　阿蘇のキスミレは、野焼きが終わったあと、
一斉に花を咲かせます。私はキスミレの分布
範囲である中国東北部と極東ロシア、そして
朝鮮半島と日本列島からキスミレのサンプル
をできるだけ集め、遺伝子を解析しました。そ
うすると、場所によって少しずつDNAが違っ
ていることが分かったんです。大きく分ける
と、その違いは、韓国のあたりに一線を引くこ
とができます。その線から北に広がる大陸の
キスミレと、その線から南に広がる日本列島
を含むエリアのキスミレで、遺伝子が違うこ
とが明らかになりました。
　加えて、生物の進化の道筋を表す「系統樹」
と呼ばれる図をこのキスミレで作ってみる
と、基部にロシアなど大陸の集団がきて、一番
端に日本の集団がきました。つまり、キスミレ
は大陸が起源で、のちに日本に広がったとい
うこと。これは論文にして発表しました。
　日本列島の植物の主要な構成メンバーは、
中国大陸と大きな関連性があります。過去に、
日本列島が大陸と何度かつながった時期に
入ってきたというのが一般的な理解ですが、
それを検証した研究は少ないので、私はそこ
に取り組んでいます。

藤井先生

どのようなご研究なの
でしょうか。

　研究対象は植物です。日本列島の植物フロ
ラ（構成）が、どのように成立してきたかを明
らかにする研究で、「日本列島の植物の分子
系統地理学的研究」と名付けています。日本
列島にいる�千から�千種類の植物が、どこか
らやってきて、どんなところで、どういう風
に生きているのかを探るわけですが、すべて
は調べきれないので焦点を大きく�つに絞っ
ています。

藤井先生

阿蘇の草原も研究されている
そうですね。

　阿蘇の草原は今現在どんどん減少してい
ることが課題で、それに応える研究ができな
いかと思っています。草原の減少とともに、
阿蘇固有の植物の絶滅も危惧されています。
今進めているのが、NPO法人阿蘇花野協会と
一緒に行っている、阿蘇郡高森町での草原再
生。スギの植林地だったところを、スギを伐
採して草原に戻す研究です。
　私が見ているのは、スギ林から草原へ、ど
う植生が変化するのか。スギの伐採後しばら
くは外来種である帰化植物ばかりが確認さ
れましたが、��年以上が経過し、だんだんと
阿蘇固有種を含む理想的な植生に近づいて
きています。野焼きや採草といった伝統的な
管理の重要性がみえてきました。

藤井先生

日本列島の植物は、いつ、どこからやってきて
どんなふうに生きてきたのか

　�つ目が、私が学生の頃から研究している
高山植物。おそらく、大陸の北の方からやっ
てきた植物だろうと言われています。�つ目
は「満鮮要素」。満鮮要素とは日本の植物学者
が使う言葉で、古くは満州と呼ばれていた中
国の地域と朝鮮半島に分布の中心を持ち、日
本にも植生している植物のグループ名です。
�つ目が「襲速紀（ソハヤキ）要素」。南九州、四
国、紀伊半島に分布する、約���万年前よりも
古い時代に中国大陸からやってきたと言わ
れる植物です。

が見えてきました。
　興味深いことに、韓国や日本のキスミレの
中で、阿蘇のキスミレだけ遺伝子がわずかに
違うんです。推測の域は出ませんが、阿蘇の
キスミレにだけ、日本のほかの集団とは別
に、そこだけ取り残されるような歴史があっ
たのかもしれません。
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インタビュー動画

https://www.youtube.com/watch?v=0dRle2BcN2I



先生は、なぜ植物の研究を
始めたのですか。

　最初、工学部で学んでいたんです。ただ、天
文学に興味があって入ったサークルが自然
史系で、そこで植物を扱う人に出会いまし
た。大学が自然豊かな信州にあったこともあ
り、その人にいろんなところに連れて行って
もらいました。見かける植物は全部知ってい
るような人で、身の回りにある自然を改めて
じっくりと見ることがおもしろいと感じま
した。
　そして、学部�年から�年に上がる時に、試
験を受けて理学部に転部。植物を扱う研究室
に入り、図鑑を描いておられる先生と出会
い、以来ずっと植物を研究しています。

藤井先生

研究で大切にしているモットーは。

　これは自戒でもあるんですが、最近は植物
の実物を見ないで遺伝子ばかり見ているこ
とが多いので、それではいけないと考えてい
ます。野外に出て、その植物が自然の状態で
生きているところを見ること。身の回りにど
んな植物がいるのかをしっかりと理解し、そ
れがどういう風に生きているのかを知った
うえで、遺伝子を見ることが大事だと思って
います。

藤井先生

今後の展望をお聞かせください。

　キスミレ以外にも満鮮要素の植物はたくさ
んあって、みんながみんな、朝鮮半島を経由し
てやってきているわけではないと思っていま
す。私は、満鮮要素の植物をもう一度見直し
て、それらを統合するような研究がしたいと
思っています。また、満鮮要素の植物も、日本
列島に何千種類もある植物のうちのごく一
部。日本列島全体の植物の成り立ちも統合で
きるような研究ができたらいいですね。

藤井先生
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どのような研究をしているんですか。

片山さん

なぜこの研究を始めたんですか。

「粒界制御型TiZrNbTaMoハイエントロ
ピー合金の開発」です。Tiはチタン、Zrはジ
ルコニウム、Nbはニオブ、Taはタンタル、
Moがモリブデンという金属を表していま
す。「ハイエントロピー合金」は、等しい原
子比を原則として、�つ以上の主要な元素
で構成される合金のこと。従来の合金は、
主要元素がかなり多くの割合で入ってお
り、それに添加元素を入れて作りますが、
ハイエントロピー合金は、�つ以上の元素
をほぼ同じ割合で入れすべてを主要元素

大学院自然科学研究部　博士後期課程�年

新しい技術で医療に役立つ合金を開発

プログラム採択は、私の研究が社会に役立
つ可能性があると認めて頂いたということ
なので、とてもうれしかったです。学会や実
験のために他大学に行く時の旅費などに充
てていいお金のほかに、私個人が家賃や食費
に使っていいお金も支給されるので、本当に
助かっています。現在博士課程の�年生です
が、すでに卒業して就職している同級生もい
る中、自分だけがまだ大学にいて親にも負担
をかけている、そんな思いもあったんです。
生活費に充てられるお金も頂けることで、生
活の心配をせず、自立して研究に没頭できる
ことがありがたいです。

加えて、お金を頂くことで、ピシッと背筋
が伸びるというか。支援して頂く以上、責任
もある。良い意味のプレッシャーになってい
ます。�泊�日で留学生と英語討論するような
研修もあり、採択されたからこそできる経験
だと、今後にも期待しています。

「異分野融合型グローバル博士人
材育成プログラム」に採択され、
研究生活は変わりましたか。

片山さん

中学生の頃は理科が好きで、実験なども大
好きでした。中学卒業後は高専に進学。生物
系に興味があったのですがその分野には落
ちてしまって、材料工学科に入りました。で
もそこで、生体材料という分野があることを
知り、楽しいんじゃないかな、と思ったこと
がきっかけです。

高専卒業後、大学の�年生に編入する時も、
実は希望通りにはいかなかったんです。でも
進学先でやっぱり生体材料への応用を研究
している先生がいらっしゃってこの研究を
続けることができました。希望通りにいかな
いことを�回も経験しながら、その都度、道が

片山さん

工学分野で、医療に貢献する新しい合金の開発研究を行っているのが片山遥さんです。

研究は、熊本大学の「異分野融合型グローバル博士人材育成プログラム」に採択。

様々な支援を受け、充実した研究生活を送っています。

うまくいかないことがあっても

与えられた環境で必ず道は拓ける

!

片山  遥連川研究室 さん

IN
T

E
R

V
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W

様々な応用分野がありますが、私が開発を
目指しているのは医療に使われる生体材料
です。例えば、骨折した部分を固定するよう
な金属などですね。ただ、金属系の生体材料
はアレルギーなどの問題が発生しないよう、
使える金属が限られているんです。私の研究
は、使うことができる金属を利用しつつ、粒
界工学を利用してこれまでにない新しい機
能を持つ生体金属材料を作ること。生体に使
用した時に有害な反応を生じない生体適合
性はもちろん、使う体の部分と生体的な力学
性を近づけられる力学適合性、耐久性や安定
性などを向上させた合金の開発を目指して
います。

その合金はどのようなものに
使うことができるのでしょうか。

片山さん

熊本大学の博士人材育成プログラムに採択
研究に没頭できる支援に感謝

として扱うことで、
特異な特性を発現さ
せる新しい合金で
す。

そして「粒界制御」
とは、「粒界」と呼ば
れる結晶と結晶の境
目に、新しい機能を見出すことです。私たちの身の回
りで使われている金属は基本的に多結晶材料で、結晶
と結晶の間に粒界があります。粒界はこれまで、割れ
や腐食など、材料の劣化の原因と考えられてきまし
た。一方で、粒界には、特別な機能を発現する可能性が
あることも分かっています。この粒界を制御するのが
粒界工学で、その手法をハイエントロピー合金に応用
することで、材料特性を向上させていくことが、私の
研究です。
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粒界の例示〔異なる色の境目が粒界〕

インタビュー動画

https://www.youtube.com/watch?v=0aZUZ8j_qfc



好きなア－ティストは、�人組ユニットのエンヴィ ガブリエラ。先日
はコンサートにも行きました。なんだか、聴いていると自分も踊りた
くなるような、そんな彼らの音楽が好きです。それから野球は、オリッ
クス・バッファローズの宮城大弥選手と山下舜平大選手のファン。お
笑いも好きで、「さらば青春の光」、「金属バット」「見取り図」が好きで、
ライブを見に行ってサインももらっちゃいました。コンサートや野球
の試合、お笑いもライブが好きなのは、それを楽しみに毎日頑張れる
し、ライブで違う世界に身を置く楽しさがあると思います。

研究を続けることも大切ですが、今私が教
えられていることを、次の世代にもつないで
いかないと、日本の技術はどんどん縮小して
しまいます。そうならないようにすることが
大事だと思うので、私はいつか、高専の教員
になりたいと考えています。高専の先生方
は、教員であり研究者でもあるので、そうい
う世界で仕事ができたらと考えています。

お休みの過ごし方には
マイルールがあります！

ある一日を旅行やライブといった、
アクティブな楽しいことをして過ご
したら、次のお休みは何もせず完全に
休む。そして次のお休みは自由に過ご
す、そういうルールを決めています。
でも、自由に過ごす休日は結局大学に
来て実験をしていますね（笑）。

+1
プラスワン

片 山 さ ん の 休 日

研究で大切にしているモットーは。

将来の夢はなんですか。

片山さん

片山さん

片山さん

「いつか誰かの役に立つ」

その思いがモチベーション

研究は、自分よりも前に誰かがやってくれ
たものを使って、さらに良いデータを出す、
というものなので、私が出す論文もいつか誰
かが使うかもしれない。それを意識して、
データに対する信頼性を意識しています。そ
れから、やっぱり実験は失敗することも多
い。でも諦めずに続けることも大事にしてい
ます。

そして将来、身体的に困っている誰かの役
に立てるかもしれない、そんな思いがモチ
ベーションになっています。

拓けた。うまくいかないことがあっても、
それでがっかりするのではなく、新しい場所
に置かれたからこそできることがあると
思っています。
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883 15,920

1,316

2,073

文 学 部

教育学部
法 学 部
理 学 部
医 学 部
薬 学 部

工 学 部
情報融合学環

附属漱石・八雲教育研究センター

附属国際マンガ学教育研究センター

学校教育教員養成課程

附属教育実践総合センター

附属幼稚園

附属小学校

附属中学校

附属特別支援学校

附属地域の法と公共政策教育研究センター

附属工学研究機器センター

附属グローバル人材基礎教育センター

附属国際人文社会科学研究センター

附属イノベーション研究教育センター

附属生物環境農学国際研究センター
附属総合科学技術共同教育センター

附属エコチル調査
南九州・沖縄ユニットセンター
附属臨床医学教育研究センター
附属健康長寿代謝制御研究センター
附属グローバル天然物科学研究センター
附属生体情報研究センター
附属ワクチン開発研究センター

附属臓器再建研究センター

附属高深度オミクス研究センター

附属数理科学総合教育センター

附属多言語文化総合教育センター

附属教職総合センター

附属情報統括センター

合津マリンステーション

医学系分館

薬学部分館

人文社会科学研究部
社会文化科学教育部（博）
先端科学研究部
自然科学教育部（博）
生命科学研究部
医学教育部（修）
医学教育部（博）
保健学教育部（博）
薬学教育部（博）
教育学研究科（教）

特別支援教育特別専攻科
養護教諭特別別科
発生医学研究所
産業ナノマテリアル研究所
熊本大学病院

大学院先導機構
熊本創生推進機構
グローバル推進機構
大学教育統括管理運営機構
先進軽金属材料国際研究機構
半導体・デジタル研究教育機構
キャンパスミュージアム推進機構
国際先端医学研究機構
国際先端科学技術研究機構

永青文庫研究センター
くまもと
水循環・減災研究教育センター
先進マグネシウム国際研究センター
生命資源研究・支援センター
環境安全センター
埋蔵文化財調査センター

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
附属図書館
保健センター
障がい学生支援室
文書館
大学情報分析室
キャンパス整備戦略室
ダイバーシティ推進室　

キャンパス整備戦略室

本学の施設等を効果的かつ効率的に維持するために、長期的視
点から施設・環境に関する企画・立案を行い、施設マネジメント
をトップマネジメントとして制度的・組織的に位置づけ、全学
的な体制で実施することを目的としています。
キャンパス整備戦略室は、室長、副室長、部門長（�名）、室員（�
名）で構成されており、�つの部門が設置されています。

環境安全センター

全学委員会である中央安全衛生委員会と施設・環境
委員会と連携して、安全管理、化学物質管理、環境管
理、廃棄物管理に関する教育研究及び支援啓発を
行っています。安全部門と環境部門が設置されてお
り、それらの事務支援として安全支援室と環境支援
室があります。
環境安全センターは、センター長（併任）、専任教員

（１名）、兼務教員（３名）、併任職員（施設管理課長、施
設管理課副課長、安全衛生管理チームメンバー）で構
成されています。
現在、環境関係では、環境教育、化学物質管理、廃棄物
に関する業務を行っています。
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改組前の物質生命化学科から引き続き推進している材料・応用化学科の応用生命化学教育プログラム及び応用
物質化学教育プログラムの「環境ISO」は、今年で��年目を迎えました。両教育プログラムで実施している環境
ISOは講義や化学実験に基づいた教育活動であり、実験実施環境のより良い環境適合、環境問題に対応できる
高い意識を持ち合わせた人材育成に取り組んでいます。

����年にISO�����の認証を取得して以来、外部機関からの評価と認証を受けてきましたが、社会的要請の変
化に対応した環境教育を推進するため、����年�月にISO�����の自己適合宣言を行いました。

自己適合宣言後、�年目となった����年度は、内部監査員の学生有志による夢科学探検での環境クイズ「環境博
士になろう！」の展示を行い、多数の来場者に参加いただきました。内部監査では��名の学生が内部監査員と
なり、教育プログラムで実施されている化学実験に関する内部監査を����年��月に実施しました。学生は対面
で教職員へインタビューを行い、学生と教職員の間で両教育プログラムの環境ISO活動に対する内容確認や意
見交換、改善提案が活発に交わされました。

毎年９月に、１年間の環境配慮活動等を環境報告書
「えこあくと」としてまとめています。

ISO�����
「工学部 材料・応用化学科の環境ISO活動」

環境報告書「えこあくと」

夢科学探検での環境クイズの様子

環境配慮活動等の情報公開

本学の歴史、環境、教育研究活動、伝統行事などを紹介している、熊大歌留多
において「えこあくと」が取り上げられています。また、熊大歌留多読み札に
ついて解説している、本学の魅力・資源カタログ「熊大辞典」に「えこあくと」
の解説が掲載されています。

熊大歌留多と熊大辞典

1971
（昭和��年）

�月 廃液対策打ち合わせ会開催

2009
（平成��年）

�月 ごみ分別ポスターの作製

2010
（平成��年）

�月

��月

施設・環境委員会の設置

有機系廃液の外部委託処理開始

2011
（平成��年）

�月

�月

学部新入生全員を対象とした教養教育ベーシックの
一部で環境教育を開始

有機系廃液の外部委託処理開始

2013
（平成��年）

�月

�月

�月

��月

�月

第��回 環境コミュニケーション大賞受賞
（えこあくと����）

ごみ分別ポスターの改訂

環境配慮活動を集約したホームページサイト開設

実験廃液収集システム運用開始

2015
（平成��年）

�月

�月

�月

第��回 環境コミュニケーション大賞受賞
（えこあくと����）

熊本大学化学物質管理支援システム YAKUMO 独自
開発

熊本大学化学物質管理支援システム YAKUMO の稼
働化学物質登録窓口の一元化

2017
（平成��年）

�月

�月

�月

環境監査(外部）の開始
（環境監査（内部）の終了）

教養教育科目「ベーシック」（１単位）の環境教育が、
「新入生START UP講座」（研修）へ移行
（「ベーシック」の廃止）

環境安全センターが改組して、「安全部門」と「環境部
門」を設置

2018
（平成��年）

�月

��月

施設部施設企画課に「新設・環境マネジメント推進室」
設置

キャンパス整備戦略室設置

2019
（平成��年）

�月 第��回 環境コミュニケーション大賞受賞
（環境配慮促進法特定事業者賞）受賞
（えこあくと����）

2020
（令和�年）

�月 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、キャンパ
スクリーンデー（毎年��月）及びノーマイカーウィーク

（毎年��月）の実施を見合わせた。

2021
（令和�年）

�月 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、キャンパ
スクリーンデー（毎年��月）及びノーマイカーウィーク

（毎年��月）の実施を見合わせた。

2022
（令和�年）

�月 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、キャンパ
スクリーンデー（毎年��月）及びノーマイカーウィーク

（毎年��月）の実施を見合わせた。
�月 熊本大学温室効果ガス排出削減実施計画を策定した。

2023
（令和�年）

��月 キャンパスクリーンデーを実施した。

��月 ノーマイカーウィークを実施した。

2014
（平成��年）

第��回 環境コミュニケーション大賞受賞
（えこあくと����）

1972
（昭和��年）

�月 無機系廃液処理施設新設（屋外型）

1973
（昭和��年）

�月 廃液処理委員会設置

1980
（昭和��年）

�月 有機系廃液処理施設新設
（環境分析室併設）

1984
（昭和��年）

�月 廃蛍光管、廃電池の分別収集開始

1985
（昭和��年）

�月 無機系廃液処理施設更新
（環境モニター室併設）

1991
（平成�年）

�月

�月

環境保全委員会設置

貯留槽のph測定開始

2001
（平成��年）

�月

�月

環境安全センター設置（改組）

薬学部においてISO�����認証取得

2004
（平成��年）

�月

��月

工学部物質生命化学科においてISO�����
認証取得

無機系廃液の外部委託処理開始

2006
（平成��年）

�月

��月

�月

��月

・環境安全センター専任教員配置

・環境安全センター改組
（学内共同教育研究施設）

熊本大学環境報告書「えこあくと」公表

熊本大学薬品管理支援システム YAKUMO 導入

2007
（平成��年）

�月

��月

環境委員会の改組

環境安全講演会の開催

2008
（平成��年）

�月 「環境安全に関する講義」の開始

1988
（昭和��年）

�月 下水道へ放流する排水水質測定開始

1992
（平成�年）

��月 ばい煙測定開始

1996
（平成�年）

�月 廃試薬（不要薬品）の収集開始

1999
（平成��年）

�月 環境保全センター設置（共同利用施設）
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工学部公認サークルECRプロジェクト（Electric Car Racing）では「エ
コデンカー」と呼ばれる単�乾電池や原付用バッテリーを動力として
走行する車両を製作して、レースへの出場を通してその成果を確認し
ています。

参加する主なレースは、毎年夏に鈴鹿サーキットで行われる「Ene-� 
SUZUKA Challenge」で、鈴鹿サーキットの国際レーシングコース（�周 
�.�� km）を充電可能な単�電池��本を動力源に�周した合計タイムを競
う大会です。

����年も「Ene-� SUZUKA Challenge」へ出場しましたが、�, �周目で速
度を上げすぎたことによって�周目に残された電池容量が不足し、ス
タートから約����m地点で電池切れを起こして完走が果たせませんで
した。エネルギマネジメントの重要性を再確認することとなり、����
年度はこの反省点を生かして完走を目指します。限られたエネルギー
を有効に使い、高速走行かつ完走を実現するためには、コースに合わせ
たモータの巻き線パターンの最適化やモータ効率の高い帯域での走
行が必要なため、機械数理工学科の研究室からの情報提供と助言を受
けています。

この他、熊本で開催された「����年エコ電カー走行会」へ出場し
ました。自動車学校の外周コースを使用して制限時間での周回数を
競います。鉛電池部門で�位、充電式単三電池部門で�位という結果
で前年より周回数が減っており、車両のセッティングおよびエネル
ギマネジメントの工夫により周回数を増やし上位を狙います。

����年度は、以前より継続して設計・製作を行ってきた新車両を完
成させ新たなステージに踏み出す活動を展開していきますので、応援
よろしくお願いします。

【Ene-� SUZUKA Challenge】（����）
全��チーム中　��位
KV-��b(大学・高専・専門学校)部門　優勝

【エコデンレースinくまもと】(����)
充電式単�電池部門　準優勝
鉛電池部門　準優勝

【Ene-� SUZUKA Challenge】（����）
全��チーム中　��位
Div-� b(大学・高専・専門学校)部門　優勝

【エコデンレースinくまもと】(����)
充電式単�電池部門　�位
鉛電池部門　�位

【Ene-� SUZUKA Challenge】（����）
全���チーム中　��位

【����年エコ電カー走行会】（����）
充電式単�電池部門　�位
鉛電池部門　�位

現在制作中の新車両の完成予想図と製作途中の
様子です。カーボン製フレームによる軽量化に加
えて空気抵抗の少ない流線形の形状にすること
で更なる記録の更新を図っています

Ene-� SUZUKA Challengeが開
催される鈴鹿サーキットはF�
も行われる世界一アップダウ
ンの激しいコースです

� � � � 年 度 開 催 の E n e - �  
SUZUKA Challengeの様子
です。エネルギー消費とタイ
ムのバランスを見極めなが
ら速度を調整します

ECRプロジェクト
熊本大学

学生の活
働

学生の活
働

コースの起伏や周回距離
を考慮して、必要な出力
を出しつつ高効率で走行
できるために、モータ巻
き線や変速比の最適化を
検討します

Column  Vol.2

近年ソーラーカーだけではなく、乾電池で走る車両などのレースも増え、
現状の電気自動車の航続距離の課題などに積極的に取り組むことを考えました。
本学の「ECR（エレクトリックカーレーシング）プロジェクト」をご紹介します。

気
候
変
動
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7.23％
前年比
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7.01％
前年比
ダウン

627,963 643,535634,556

3,667
4,269

5,857

635,605 589,610

2,789

1,238

(536,618)

( カッコ内は改正省エネ法に基づき算定 )

( カッコ内は改正省エネ法に基づき算定 )

1.59 1.57 1.61 1.59
1.48
(1.35)
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20232022202120202019

27,06825,31824,377
22,780 26,622

66.9

17.1％
前年比
アップ

57.1

67.9
63.561.1

16.8％
前年比
アップ

44.4
％
前年
比

ダウ
ン

ギ



水
資
源・生
物
多
様
性
の
お
話

Kumamoto University 40Kumamoto University39

<<省エネ情報>>
◆令和５年４月より、改正省エネ法※１が施行され、

全てのエネルギーの使用に対する合理化が求められます。
また、非化石エネルギー※２への転換※３が求められます。

※１ エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律
※２ 化石燃料によって作り出されるエネルギー以外を指します。

(例)太陽光・熱、地熱、風力、水力、原子力、バイオマスなど。
※３ 使用割合を増加させることを指します。

エネルギーを創る

エネルギー使用を少なくするよう
ソフトとハード両面からの省エネルギー化を積極的に推進しています。
・ハード面からの省エネルギー化については、ZEB を推進しています。

・附属病院施設については、ESCO 事業を導入して設備の高効率化と適切な運用を行っています。
ESCO 事業とは、ESCO 事業者が、省エネ診断、省エネ改修 ( 省エネ設備の導入や既存設備を省エネ設備へ更新 ( 以下、「ESCO 設備」)) 及び ESCO 設備の運転管理を包括し、
省エネ効果を ESCO 事業者が保証する。ESCO は、Energy Service Company の略称

現状の明るさを保ったまま、エネルギー消費が少なく発光
部分の寿命が大幅に長い高効率LED照明器具に更新してい
ます。
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カーボンプライシング、
戦略的環境・CSR、厚生比較

独占市場におけるカーボンプライシ
ングと戦略的環境・CSRの厚生比較
独占市場において、生産活動において利潤最大
化を目的とする企業に環境税を課すシナリオ
と、企業がECSRを行うと企業の社会的評価が高
まる状況の下で企業がECSRの程度を戦略的に
決定するシナリオを想定して、�つのシナリオ
の厚生比較について理論的に分析している。

開放経済、ECSR活動

A note on environmental effects of 
environmental corporate social responsibility 
activities in an open economy
開放経済の下で、企業がECSR活動を促進すると限界環境ダ
メージが低下する状況を想定し、また、企業のECSR活動に
より社会的評価が高まる状況を取り入れて、各国における
企業のECSR活動の促進が、各国の環境にどのような影響を
及ぼすかについて理論的に分析している。

准教授／大学院人文社会科学研究部（法学系）（教育）大野 正久

独占市場、戦略的ECSR、
環境税

環境・CSR の内生的決定と最適環
境税率に関する一考察
独占市場において、企業が ECSRを行うと企
業の社会的評価が高まる状況と企業が ECSR
を戦略的に決定する状況を取り入れて、政
府が環境税率の決定にコミットできる場合
の最適な環境税率の特徴について理論的に
分析している。

戦略的ECSR、ECSRの社会的評価、環境政
策の時間的不整合性

独占市場における戦略的環境・CSR と
環境政策の時間的不整合性
独占市場の下で、政府が環境税率の決定にコミット
できない状況に注目して、ECSR活動による企業の社
会的評価を想定し、汚染排出企業が戦略的に ECSR
活動を行うか否かについて選択する動機について理
論的に分析している。

准教授／大学院人文社会科学研究部（法学系）（教育）大野 正久

准教授／大学院人文社会科学研究部（法学系）（教育）

熊本大学公開講座（熊本大学）
「経済学講座～社会における経済学の役割について考える～」

大牟田中学校主催『オームタ・アカデミア 学問の日』出前授業（大牟田市）
「経済学とはどんな学問︖」

熊本大学主催『高校生のための熊大ワクワク連続講義』（熊本県立鹿本高等学校）
「経済学とはどんな学問︖」

熊本大学教育学部主催『高校生のための教職セミナー』（出前授業）（熊本県立第二高等学校）
「経済学にふれてみよう」

熊本大学教育学部主催『高校生のための教職セミナー』（出前授業）（長崎県立諫早高等学校）
「経済学にふれてみよう」

教授／大学院先端科学研究部（理学系）

宇土市環境審議会（熊本県）
委員長

行政
参加

大野 正久

戸田 敬

講演

講演

講演

講演

講演
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研　究

社会貢献

マグネシウムは、 実用金属中で最も軽く、パソコンや携帯電話などに用いられてきました。
����年に、熊本大学で、従来にない優れた強度と耐熱性を持つ革新的なマグネシウム合金を開
発し、 これを「KUMADAIマグネシウム合金」と名付けました。KUMADAIマグネシウム合金を例え
ば自動車や航空機などに応用すると、軽量化により二酸化炭素の排出量を減らし燃費を向上さ
せることができ、カーボンニュートラルの実現に貢献できます。すなわち、KUMADAIマグネシウ
ム合金は「環境に優しい材料」として期待されるものです。本センター (MRC: Magnesium
Research Center)は、アルミニウムの研究を組織的に取組んでいる、富山大学の先進アルミニ
ウム国際研究センター (ARC: Aluminum Research Center)と連携して、����年�月に「先進軽金
属材料国際研究機構(ILM: Institute of Light Metals)」を設置して、マグネシウム・アルミニウム・
チタンという三大軽金属材料の研究を開始しました。
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　環境安全センターでは、研究等で使用する有機溶剤や特定化学物質等の作業環境測定を自前で実施
しています。

 安全管理、化学物質管理、環境管理、廃棄物管理に関する教育研究及び支援啓発を行っています。安全
部門（安全支援室）では、化学物質の管理に係る教育支援、化学物質管理支援システムの運用、化学物
質登録支援、毒物及び劇物の管理支援、リスクアセスメント実施の支援、実験廃液、不要薬品、実験廃棄
物などの収集支援、作業環境測定及び排水水質測定などの実施支援を行っています。

ガスクロマトグラフ
メタノール、アセトン等の有機溶剤を
主に分析

高速液体クロマトグラフ
細胞固定等の用途で使用される
ホルムアルデヒドを分析

原子吸光分光光度計
金属類（マンガン、ニッケル、鉛等）を
分析

環境安全センター(安全部門)

環境安全センター分析装置

研　究

日本と中国大陸に共通して分布する温帯草原
植物について、Osmanthus の遺伝構造の解
析を行い、歴史的変遷について考察する。

進化、系統、生物地理、
気候変動、環境

植生、遷移、撹乱

教授／大学院先端科学研究部（理学系）

渡邊将人 技術部技術専門職員

戸田 敬

教授／大学院先端科学研究部（理学系）副島 顕子   
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社会貢献

講演

副島 顕子 教授／大学院先端科学研究部（理学系 )

吉岡 祐樹 係長／教育研究推進部自然科学系事務課国際先端科学技術研究機構

渡邊 将人 技術部技術専門職員

4
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廃棄物の適正処理の
ための教育
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自動車業界は���年に１度といわれる変革期にあるといわれているが、それを表す用
語として CASEがある。これらが進むことにより、既存の経済システムにどのような変
革が起こるのか、実際に起こっているのか、いないのかを現地調査を交えながら考察
を深める。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

https://semicon.kumamoto-u.ac.jp/

熊本大学では、半導体に必要な学問のスペシャリストが集結しています。
熊本で半導体を学び、半導体高度人材として熊本の半導体産業に貢献し、日本を牽引する有能な人材を育成する環境
が熊本大学には備わっています。　熊本大学の半導体の全ての入り口として、

熊本大学半導体ポータルサイトKS PORTAL(KumamotoUniversity Semiconductor Portal) 
をご案内します。
半導体を学びたい高校生から、共同研究をお考えの企業の方まで全てのニーズにお応えした必要な情報へのリンクが
揃っています。
是非、ご覧ください！

熊大トピックス

研　究 社会貢献

外川 健一 教授／大学院人文社会科学研究部（法学系）教授／産業ナノマテリアル研究所國武 雅司

教授／大学院人文社会科学研究部（法学系）外川 健一

准教授／環境安全センター山口 佳宏

環境中には、優占種微生物が繁殖しているが、希少種微生物も生存している。特に
微生物の��%以上は培養できないことから、希少種微生物由来の遺伝子（希少遺伝子）
は魅力である。希少遺伝子（低コピーDNA断片）を獲得する技術を開発している。
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この集積したペットボトルは、リサイクル業者に送られ、機械
で小さく破砕され（写真�）、再びペットボトル、食品トレー、卵の
パック、化学繊維、ボタンなどの製品の材料としてリサイクルさ
れています。

熊大生協で売れるペットボトル飲料の本
数は、店舗・自販機を合わせると年間で約��
万本です（写真１）。そのほとんどを、直接契
約したリサイクル業者へ出しています。近
年、夏は猛暑が続き、売れる本数が増えるに
伴い、排出されるペットボトルの本数も増
加傾向です。回収業者が間に合わずに一時
大量に保管する状況もあります（写真２）。

写真１　学生会館ショップ 写真２　排出前の一時保管

写真３

5
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以下の項目で異常値が見られましたが、改善対策実施後に再測定を行い、
基準値内であることを確認しています。

対応後の結果値

屋外排管洗浄の臨時清掃、
グリーストラップの清掃マ
ニュアル作成・関連店舗で
の清掃実施徹底

16

1.5

5.8

98

95

グリストラップ内のエア
レーション停止、グリース
トラップの清掃頻度増加

培地は排水に流さず、実験
廃液として排出
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(疑いを含む)

（建物内の給排水・貯留槽排水ポンプを停止

( 40)
30 30 40= 10
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研　究

社会貢献

山口 佳宏 准教授／環境安全センター

教授／大学院先端科学研究部（理学系）戸田 敬   

准教授／環境安全センター山口 佳宏   
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水俣、もやい直し、行政、地域再生、
語り部、商品開発、食、紛争変容、
平和構築、環境

石原 明子 准教授/大学院人文社会科学研究部（法学系）

イントロ：授業の進め方 / 水俣病事件フィールドワーク /
杉本家の思想：のさりの思想、やうちブラザーズ / 緒方家
そして緒方正美氏の思想：緒方家の歴史、孤闘と赦し / 川
本家の思想と行動：川本輝夫氏の生きざまと成したこと、
川本愛一郎氏の体験と思想 / 本願の会の歴史と思想を学ぶ /
もやい直しにおける市の役割とその思想 / 地元学とは何か /
水俣の山からみた地域おこし / 水俣での持続可能な開発

科目名：ケース分析・フィールド演習

水俣、もやい直し、地域再生、語り部、
商品開発、食・フード、プランニング、
紛争変容、平和構築、環境

科目名：コミュニケーション情報学特殊講義

授業の進め方：対立や葛藤のコミュニケーション / 水俣と
いう地域の概論 / 水俣病の受難からのゆるし / 水俣のもや
い直し / 水俣病を女性として生きる / 水俣の新しい価値づ
くり―ビジネスを創り出す / 水俣　フィールドワーク実習 /
プロセス指向心理学による対立葛藤解決コミュニケーショ
ン / 組織での対立・葛藤解決のコミュニケーション / 組織
でのリーダーシップコミュニケーション

授業テーマ

行動、生態、甲殻類、進化、適応、干潟

逸見 泰久 特任教授
/くまもと水循環・減災研究教育センター（沿岸環境部門）

過去の関連論文の精読 / 実験・観察計画の作成 / 実験・観
察 / データ整理・発表準備 / プレゼンテーション

科目名：行動進化学特論Ⅱ

授業テーマ

環境批評、人新世（アントロポセン）、ネイチャーライ
ティング、ポストコロニアリズム、土地の倫理、動物、
空間、場所、ディストピア、進化論、災害

井上 暁子 教授/大学院人文社会科学研究部（文学系） 

ガイダンス / エコクリティシズム　発展の経緯 / ネイ
チャーライティングとソロー / 土地の倫理と宮沢賢治 / 災
害と文学 / 進化論とマーク・トウェイン / 起源と場所の感
覚の回復 / 脱人間中心主義　メアリー・シェリーのフラン
ケンシュタイン / 発表とディスカッション / 全体のまとめ

科目名：比較文学基礎演習
授業テーマ

水文学、温暖化、仮想水、熊本の水環境

一柳 錦平 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

イントロダクション / 水循環、水収支 / 降水
の観測 / 地球温暖化 / 仮想水、水循環 / 熊本
の気候 / 熊本の地下水 / 気象災害、まとめ

科目名：基礎水文学

授業テーマ

河川、土壌水、地下水、蒸発散、水質、同位体

イントロダクション / 河川の流量 / 土壌水の浸透 /
地下水の流動 / 森林の水循環 / 蒸発散（蒸発と発散）
/ 水質、トレーサー / 水安定同位体、まとめ

科目名：水文学

授業テーマ

environmental isotopes、 hydrological cycle

同位体水文学研究法（その � ～ ��）

科目名：同位体水文学特論
授業テーマ

授業テーマ

ガイダンス / バイオエレクトリクスの基本概念（講義）/
バイオエレクトリクスで用いる機器の基本特性（講義）/
バイオエレクトリクスの応用研究（講義）/ 最新研究の紹
介 / 講義の総括および各受講者自身の研究への振り返り

ガイダンス / バイオエレクトリクスの基本概念 / バイオエ
レクトリクスの応用研究 / 最新研究の紹介（論文のプレゼ
ンテーション＆ディスカッション）/ 講義の総括および各
受講者自身の研究への振り返り

授業テーマ授業テーマ

プラズマ、荷電粒子、温度、放電、パルスパワー、高周波、レーザー、電磁波放射、薄膜形成、表面加工、環境浄化、核融合、
宇宙推進、プラズマ医療、食品加工

バイオエレクトリクス、パルス電磁エネルギー、細
胞、エレクトロポレーション、成分抽出、成育制御

電磁エネルギー、バイオエレクトリクス、パルス
高電界、放電プラズマ、生体細胞、刺激応答

王 斗艶 准教授/産業ナノマテリアル研究所

総論、プラズマとは / 気体の性質 / 荷電粒子の発生・消滅 / プラズマの性質（�）プラズマ状態の特徴 / プラ
ズマの性質（�）プラズマの粒子的運動、流体的運動 / プラズマの性質（�）プラズマの閉じ込めと安定性 / プ
ラズマの性質（�）プラズマ中の波動と電磁波現象 / 放電の作成 / いろいろなプラズマ（�）グロー放電とアー
ク放電、低気圧放電プラズマ / いろいろなプラズマ（�）大気圧放電プラズマ、液中・気液界面プラズマ等 /
プラズマの応用（�）光、電磁波 / プラズマの応用（�）薄膜形成、物質処理 / プラズマの応用（�）環境保全
/ プラズマの応用（�）新エネルギー、航空・宇宙分野 / プラズマの応用（�）バイオ、医療、農業、食品分野

科目名：プラズマ工学

科目名：電磁エネルギー生体応用工学科目名：植物バイオエレクトリクス

授業テーマ

環境問題、財政政策、環境税

大野 正久 准教授/大学院人文社会科学研究部（法学系）（教育）

オリエンテーション / 経済のしくみ / 家計の経済活動と
環境問題 / 企業の経済活動と環境問題 / 熊本市の公共政
策に関して / 熊本県の環境問題と環境政策 / 価格理論に
ついて / ゲーム理論について / 環境問題と政府による規
制 / 環境問題と財政政策 / これまでの授業のまとめ

公共経済学、環境経済学、地域経済、COCP�

科目名：経済学特講Ⅱ科目名：環境問題と財政

オリエンテーション / 経済学の考え方 / 公共財供給につい
て / 環境問題と経済学 / 企業の理論について / 公共政策と
投票について / これまでの授業のまとめ

授業テーマ 授業テーマ

自然環境、持続可能な社会、化学物質、環境汚染、健康診断、血液、尿、医療診断技術

大平 慎一 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

イントロダクション・化学物質と濃度 / 環境基準とは？ / 土壌汚染・水質汚濁の化学 / 飲料物の化学
/ 尿中・血液中の化学物質 / サプリメントの化学 / 化学物質をはかる / 最新の医療診断技術と化学

科目名：化学と環境b

授業テーマ

教育
Education6
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環境保健科学概論 / 疫学の手法および応用 / 環境保健論 / 地域環境保健 / 学校環
境保健 / 成人・老人環境保健 / 母子環境保健 / 職業環境と保健 / 環境影響調査 /
空気環境と保健 / 水環境と保健 / 医療技術と保健 / 医療品と保健 / 環境関連法規
ならびに国際条約と保健 / 環境保健科学特論総合

国際保健衛生学の概論 / 国際保健衛生関連機関 国際連合・WHO・JICA/ 世界の
保健問題、現代的課題 / 疫学：記述疫学及び分析疫学の手法 / 保健医療統計 /
プライマリー・ヘルス・ケアとヘルスプロモーション / 人口と家族計画 / リプ
ロダクティブヘルス、ジェンダー、教育 / 途上国の環境問題 / 感染症 / 食品保
健と栄養 / 労働の衛生 / 旅行の医学 / 国際保健衛生学総合

授業テーマ

授業テーマ

環境衛生、公衆衛生、健康、生活、学校保健、産業保健、公害、環境破壊、食品衛生、社会保障、社会福祉、衛生統計、
環境衛生行政

生活保健、産業保健、学校保健、地域保健、国際保健、自然環境、衛生統計、疫学

国際保健衛生関連機関、異文化、国際疫学、プライマリー・ヘルス・ケア、ヘルスプロモーション、アルマ・アタ宣言、
オタワ会議、WHO、JICA、ミレニアム開発目標、国際感染症、医療人類学、環境問題

大森 久光 教授/大学院生命科学研究部（保健学系）

環境衛生学総論 / 疫学的観察 / 感染症と予防 / 感染症　各論 / 母子・成人保健・高
齢者・母子保健・成人保健・高齢者保健・地域保健 / 学校保健・精神保健 / 生活
環境　上水・下水 / 生活環境　廃棄物他 / 地球規模の環境問題・公害 / 国際保健（国
際機関・医療協力）/ 栄養と食品衛生 / 産業保健　労働環境と健康 / 保健衛生統計
/ 衛生行政・衛生法規・社会保障

科目名：環境衛生学Ⅱ

科目名：国際保健衛生学

科目名：環境保健科学特論

授業テーマ

多細胞生物（後生動物）と菌類の系統分類、適応と進化、種多様性

嶋永 元裕 教授/くまもと水循環・減災研究教育センター

動物の多様性 / 無脊椎動物の多様性 / 脊椎動物の多様性 / 菌類の多様性

科目名：生物多様性学Ⅲ

授業テーマ

宇宙の進化、現代の宇宙・地球像、地球システム、フィードバック、エネルギー収支、気象学・気候学、炭素循環、
生態系、生命の起源、氷河時代、種の絶滅、ミランコビッチ・サイクル、地球温暖化、持続可能な文明

小島知子 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

地球システムの考え方：デイジーワールド / 太陽放射と地球のエネルギー収支 / 大気の循環 / 海洋の循環 / 大気
- 海洋の相互作用と気候システム / 岩石圏の変遷 / 炭素循環（有機炭素サイクル）/ 炭素循環（無機炭素サイクル）
/ 生物圏の構造とエネルギーの流れ / 地球システムの成立と顕生代以前の気候史 / 顕生代における長期スケール
の気候調節 / 更新世の氷期 - 間氷期サイクルとフィードバック / 完新世以降の気候変化と変動 / 人間の活動によ
る地球システムの変化 / 地球温暖化とシステムの将来

科目名：地球環境システム学

授業テーマ

ミクロ経済学、非市場財、効用関数、費用関数、
費用便益

柿本 竜治 教授/くまもと水循環・減災研究教育センター

ガイダンス / 環境質の価値の分類 / 消費者行動と効用 / 効用
と無差別曲線 / 需要の決定 / 効用と需要関数 / 所得消費曲線
と価格消費曲線 / 厚生変化の測定法 / 公共財と消費における
外部性 / ヘドニック・アプローチ / 財産価値法 / トラベルコ
スト法 / 離散型選択モデルと環境便益 / 不確実性のある状況
での厚生変化の測度 / 環境資産の総価値の貨幣測度

科目名：環境便益計測論

授業テーマ

建設材料、骨材、セメント、コンクリート、鋼材、環境劣化

重石 光弘 教授/大学院先端科学研究部（工学系）

科目名：環境建設材料学

材料学入門 / 街造りとインフラストラクチャを支える材料 / コ
ンクリートの社会資本 / セメントの歴史 / セメントの化学 / コン
クリートの素材 / 成長するコンクリート / 人類と鉄の歴史 / ボー
モンと卵と鋼の時代 / 鋼橋が築く社会基盤 / 材料の強度と耐久
性 / インフラストラクチャの環境劣化 / インフラストラクチャ
の維持管理 / インフラストラクチャの診断 / 環境マテリアル

授業テーマ

水質指標、環境微生物 水質環境、水質分析、上／下水道、浄水処理、
排水処理、水環境浄化

川越 保徳 教授/大学院先端科学研究部（工学系）

科目名：環境微生物工学

ガイダンス / 物理・化学パラメータの基礎 / 水質指標Ⅰ/
水質指標Ⅱ/ 生物の分類 / 原核生物について / 真核生物に
ついて / 細胞構成物質 / 酵素について / エネルギー獲得機
構と呼吸 / セントラルドグマ / 細菌のエネルギーと化学量
論 / 細菌の増殖速度 / エネルギー獲得に関する化学反応 /
増殖に関わる包括的な化学反応

授業テーマ

科目名：水質環境工学

ガイダンスおよび水質環境工学に関する基礎知識 / 水の循環と
利用 / 水質の化学（指標）Ⅰ/ 水質の化学（指標）Ⅱ/ 水質の化学（指
標）Ⅲ/ 水質の化学（指標）Ⅳ/ 水質環境Ⅰ/ 水質環境Ⅱ/ 水質環境
Ⅲ/ 上水道の概要と浄水技術Ⅰ/ 上水道の概要と浄水技術Ⅱ/ 下
水道の概要と排水処理技術Ⅰ/ 下水道の概要と排水処理技術Ⅱ/
下水道の概要と排水処理技術Ⅲ/ 下水道の概要と排水処理技術Ⅳ

授業テーマ

生態系、エネルギー、物質循環、栄養段階、一次生産

杉浦 直人 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

科目名：生態系生態学

生態系におけるエネルギーの流れと物質生産（�）/ 生態系におけるエネルギーの流れと物質
生産（�）/ 生態系における物質循環（�）/ 生態系における物質循環（�）/ 生態系における物
質循環（�）/ 生態系における物質循環（�）/ 人間活動による生態系の劣化 / 生態系の修復

授業テーマ
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大気、酸素、オゾン、温暖化、化石燃料、酸性沈着、大気粒子

戸田 敬 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

地球と大気 / 大気の成り立ち / 生命のはじまり / 地球温暖化の基礎 / 地球温暖化の実際 / オゾン層の
破壊 / 化石燃料と大気 / 試験　これまでの学習内容について

科目名：化学と環境a
授業テーマ

生物多様性、進化、系統、適応、生態

副島 顕子 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

ガイダンス / 生物多様性と共通性 / 進化の証
拠 / 進化の過程 / 環境への適応 / 地球の初期
の生命 / 生物の多様性と進化 / 植物の世界

科目名：生物学ⅠA

授業テーマ

種、種分化進化、適応放散、生態系、生物多様性、環境

講義へのイントロ / 熱帯林の概説 / 生物相の消
失と移住 / 歴史的な大絶滅 / 種の概念 / 種の形
成 / 遺伝的変異と種分化 / 適応放散 / 多様性の
記載 / 生態系の創造 / 大進化 / まとめ

科目名：多様性進化学

授業テーマ

環境問題、水俣病、公害、資源、エネルギー、リサイク
ル、脱炭素、カーボンニュートラル、サーキュラー・
エコノミー、安全、IoT、CASE、CSR、 SDGs、 デジタ
ル、新型コロナウイルス、感染症

外川 健一 教授/大学院人文社会科学研究部（法学系）

科目名：環境経済論

ガイダンス（問題意識と全体の構成）/ 水俣病事件 / 水俣病
に関する映画鑑賞 / イタイイタイ病事件 / 新潟水俣病と四日
市公害と大気汚染 / 地球環境問題の登場 / 新型コロナウイル
ス問題 / 豊島産業廃棄物不法投棄事件 / 廃棄物越境移動問題
/ 環境問題と地域政策 / 自動車リサイタル法 /SDGs とサー
キュラー・エコノミー / まとめと展望

授業テーマ

資源政策、環境政策、経済地理学、地政学、分断型社会、
サーキュラー・エコノミー、第�次産業革命、IoT、
CASE、MaaS、食料・エネルギー安全保障、カーボン
ニュートラル

科目名：環境政策論

ガイダンスと自己紹介 /テキスト第�章 /テキスト第�章 /テキ
スト第�章 /テキスト第�章 /欧州の資源・リサイクル政策に関
する文献購読 /中国の資源・リサイクル政策に関する文献購読
/まとめと展望

授業テーマ

杉浦 直人 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

保全、生物多様性、環境、絶滅、適応、進化

科目名：保全生物学

保全生物学と生物多様性 / 生物多様性の危機 /
種内の遺伝的変異 / 個体群の保全

授業テーマ

進化、適応、昆虫、鳥、植物、受粉、種子散布

科目名：保全生物学特論Ⅱ

受粉共生系（� ～ ��）/ 種子散布共生系（� ～ �）
授業テーマ

大気と雲と降水の概観 / 乾燥空気の性質 / 水蒸気の性質 / 大気の鉛
直方向の性質 / 講義 � ～ � 回のまとめ / 雲粒の発生と雨粒への成長 /
氷晶の発生と降雪粒子への成長 / 雲と降水の観測 / 層状性の雲と降
水 / 対流性の雲と降水 / 講義 � ～ �� 回のまとめ / メソスケール降雨
帯とハリケーンの雲と降水 / 大雨と災害 / 気象の調節／全講義のま
とめと総括

気象、気候、気候システム

冨田 智彦 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

科目名：気候システム学特論

授業テーマ

地球大気の概観 / 大気の放射環境 / 大気の熱力学 / 雲の形成と降水 / 大気の運動 / 最近の研究より

気象、気候、大気循環、気候システム、気候変動

科目名：気象学

授業テーマ

梅雨前線活動の経年変動とその予測可能性 /東アジアの
気候変動と関連する大規模大気循環 /北太平洋の大気・
海洋相互作用と気候変動 /熱帯 -中緯度間相互作用 /総観
規模擾乱・メソ気象擾乱と大規模大気環境

気象、気候、気候システム、気候変動、
大気海洋相互作用、大気大循環、海洋大循環

科目名：気候学特論

授業テーマ

Renewable Energy、Clean Energy、
Advanced Technology

鳥居 修一 教授/大学院先端科学研究部（工学系）

科目名：Introduction to Clean Energy & 
                 Renewable Energy

Global warming and climate change/Hydropower/Wind 
power/Geothermal Energy/Advanced Technology/Energy 
Transfer/Summary

授業テーマ

Biomass、Energy、Fuel

科目名：Introduction to Renewable Energy 
                 Pertinent to Biomass

Global warming and climate change/Biomass fuel/
Bioethanol Biodiesel/Bio-oil/Fuel Cell and Hydrogen 
combustion/Energy Transfer summary

授業テーマ

中田 晴彦 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

環境化学、輪読開設、論文紹介

有機ハロゲン物質 / 医薬品関連物質 /
生活関連物質 / まとめと課題発表

科目名：分析化学特論Ⅵ

授業テーマ

環境化学、分析化学、環境分析、抽出法、データ解析、リスク評価

環境化学 � 環境化学物質の概説 / 環境化学 � 土壌・底
質 / 環境化学 � 生物 / 環境化学 � 大気・水 / 環境分析 �
試料採集 / 環境分析 � 抽出Ⅰ/ 環境分析 � 抽出Ⅱ/ まと
め（中間）/ 環境分析 � 前処理・機器分析 / 環境分析 � デー
タ解析１ / 環境分析 � データ解析Ⅱ/ 環境分析 � 重金属
分析（水銀と水俣病）/ 化学物質のリスク評価 / まとめ

科目名：分析化学Ⅱ

授業テーマ
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細野 高啓 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

松田 博貴 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

堆積学・堆積岩岩石学・
堆積環境・続成作用

イントロダクション
堆積物・堆積岩の基本性質 / 砕屑岩の岩石
学と堆積環境 / 炭酸塩岩の岩石学と堆積環
境 / 珪質岩の岩石学と堆積環境

科目名：堆積学
授業テーマ

三隅 将吾 教授/大学院生命科学研究部（薬学系）

生態系、生物濃縮、食物連鎖、富栄養化、有害大気汚染物質

（�）化学物質・放射線の生体への影響 /１）化学物質の毒性 /２）化学物質の
安全性評価と適正使用 /３）化学物質による発がん /４）放射線の生態への影
響 /（�）生活環境と健康 /１）地球環境と生態系 /２）環境保全と法的規則 /３）
水環境 /４）大気環境 /５）室内環境 /６）廃棄物 / 全体総括　D� 環境

科目名：毒性・環境薬学
授業テーマ

皆川 朋子  教授/大学院先端科学研究部（工学系）

河川環境、河川生態系、保全、修復、応用生態工学

ガイダンス / 生物からみた水文学と水理学 / 河川の地形の特徴と
その分類 / 有機物と栄養塩の流れ / 河川生物の生態　付着藻類 /
河川生物の生態　底生動物 / 河川生物の生態　魚介類 / 流量変動
と攪乱の重要性 / 氾濫の生態的意義 / 河床間隙水域 / 農業地帯の
水系の環境 / 外来種問題 / 河川生態系の復元 / 演習発表

科目名：応用生態工学論

授業テーマ

地球環境問題、生物多様性、環境影響評価、
生態系の保全手法と施策、生態系の構造と機能

ガイダンス＋なぜ、生態系を保全しなければならないのか？　�．なぜ日本の生態系は豊かなのか？ / なぜ、
生態系を保全しなければならないのか？　�．生態系サービスと持続可能な社会基盤としての生態系保全
/ 生態学の基礎　�．生態系、生態学とは？、空間分布と生態分布 / 生態学の基礎　�．個体群・群集・生
態系 / 人間活動と生態系保全に係わる基礎事項　�．環境施策 / 人間活動と生態系保全に係わる基礎事項
　�．環境影響評価 / 人間活動と生態系保全に係わる基礎事項　�．生態系保全のための配慮事項 / 生態系
評価の手法　�．生態系保全のための指標、生息場の予測、BACI デザインによる評価 / 生態系評価の手法
　�．安定同位体による生態系評価、環境ＤＮＡによる生物相評価 / 河川、汽水域の構造と機能、環境保
全 / グリーンインフラストラクチャー、生態系を活用した防災・減災 / 演習 / 発表

科目名：環境生態保全学

授業テーマ

ガイダンス /NBS と Eco-DRR/Eco-DRR の事例 / 多自然川づく
り / 球磨川を代表する魚類、アユと河川の自然環境の健全性
との関係 / 緑の流域治水とは？ / 流域管理のための森林のあ
り方 / グループワーク：水害事例の抽出・整理 / 演習：学生
による近年の水害と施策に関する事例発表（アジア）/ 演習：
学生による近年の水害と施策に関する事例発表（アメリカ）/
演習：学生による近年の水害と施策に関する事例発表（ヨー
ロッパ）/ グループワーク：Eco-DRR 事例の抽出・整理 / 演習：
学生による Eco-DRR の事例発表（アジア）/ 演習：学生によ
る Eco-DRR の 事 例 発 表（ア メ リ カ）/ 演 習：学 生 に よ る
Eco-DRR の事例発表（ヨーロッパ）

NBS、Eco-DRR、多自然川づくり、流域治水

科目名：流域生態工学

授業テーマ

水圏、水質、環境、同位体比

ガイダンス / 水圏についての概要 / 水圏における環境問題 / 水
循環システム / 物質循環システム / 安定同位体法の原理 / 酸素・
水素の安定同位体比 / 窒素安定同位体比 / 硫黄
安定同位体比 / その他の安定同位体比 / マルチ
同位体法 / 先端研究紹介 / これまでのまとめ

科目名：水圏環境科学特論

授業テーマ イントロダクション / 流域についての概要 / 流
域における地球環境問題 / 水循環システム / 物
質循環システム / 安定同位体法の応用 / 酸素・
水素の安定同位体比 / 窒素安定同位体比 / 硫黄
安定同位体比 / その他の安定同位体比 / マルチ
同位体法 / 先端研究紹介 / これまでのまとめ

流域、水質、環境、同位体

科目名：流域環境科学特論

授業テーマ

地球システム、水資源、地下水、物質循環、地球環境問題

細野 高啓 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

イントロダクション / 地球表層の水循環 / 水の起源を知る：安定同位体トレーサー法 / 年代トレーサー法 /
気圏―水圏―生物圏―地圏の介在した化学風化反応 / 水 - 岩石反応と酸化還元反応 / 地球表層の水質変化
の実態 / これからの課題

科目名：基礎水圏科学

授業テーマ

地球システム、水資源、地下水、物質循環、地球環境問題

安定同位体比とは / 物質循環トレーサー / 同位体環境学 / 様々な年代軸を用いた環境変動 / 地表水の水質
変化 / 降水の水質変化 / 地中水の水質変化 / 未来に向けて

科目名：水圏環境科学

授業テーマ

春田 直紀 教授/大学院人文社会科学研究部（文学系）（教育）

漢字文化、日本霊異記、絵巻物、地下文書、古記録、本能寺の変、生類憐みの令、天保の改革、立法史料、
オーラル・ヒストリー、記録映画、被災史料

史料とは何か / 倭国時代の漢字文化 /『日本霊異記』が語る古代の民衆世界 / 史料としての絵巻物と中世身分制 / 絵図と地下文
書で読み解く中世の環境変動 / 室町時代古記録を読む / 本能寺の変の調べ方 / 徳川綱吉の政治 / 天保の改革と江戸の寄席 / 近代
の立法史料を読む / オーラル・ヒストリーの可能性 / 記録映画に映された有明海の漁撈習俗 / 記録映画に映された焼畑村落の環
境利用 / 被災史料が語る地域の歴史 / 本講の振り返り

科目名：日本地域社会史論

授業テーマ

藤井 紀行 准教授/大学院先端科学研究部（理学系）

植物、分類、系統、進化、適応、生物地理、
集団遺伝学、生物多様性

イントロダクション / 分類学の歴史と進化論 /
学名と命名規約 / 種と種分化 / 系統学の基礎 /
系統推定法を学ぶ / 系統樹から得られる情報 /
遺伝的多様性の起源 / 集団遺伝学 / 生物地理学

科目名：系統分類学
授業テーマ

進化、ダーウィン、遺伝的変異、種分化、
生命史、系統

生物多様性とは / ダーウィンの進化論 / 集団
レベルの進化 / 種分化と生殖的隔離 / 地球の
生命史 / 系統と生命の樹 / 生物多様性学Ⅰの
まとめ

科目名：生物多様性学Ⅰ
授業テーマ

進化、真正細菌、古細菌、原生生物、陸上植物

細菌と古細菌 / 原生生物 / 植物の陸上への進出 / 陸上植物の多様性

科目名：生物多様性学Ⅱ

授業テーマ
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海洋生態、適応と進化、環境、沿岸、深海、有明海、八代海

山田 勝雅 准教授/くまもと水循環・減災研究教育センター、

嶋永 元裕 教授/くまもと水循環・減災研究教育センター

はじめに＋生物多様性とは？ / 潮間帯の環境 / 底生動物（ベントス）/
岩礁潮間帯・転石潮間帯 / 干潟・塩性湿地・マングローブ・砂浜 / 藻場・
サンゴ礁 / 干潟の生きもの / 熊本の海―有明海・八代海の環境と生物 /
海洋の環境 / 深海の生態系（�）/ 深海の生態系（�）/ 植物プランクト
ンの生態 / 動物プランクトンの生態 / 浅海と遠洋の生態 / 海の諸問題

椋木俊文 教授/大学院先端科学研究部（工学系）

Seepage flow、Mass trasnsport、Landfill、
Soil contamination

Special lecture/Basic concept of landfill barrier/Hydraulic 
trap/Diffusion/Mechanical Diffusion/Sorption/Hydrodynamic 
dispersion/How to define hydraulic conductivity of chemical solution 
and Diffusion coefficient/How to design the landfill barrier/How to 
simulate contaminant transport in �D/How to discuss the results of �D 
contaminant flow simulation/How to design the landfill  
barrier/Integration of hydrogeology/Integration of hydrogeology and 
engineering in barrier design and impact assessment/Presentation by 
students

科目名：応用環境地盤工学

授業テーマ

地盤内飽和、地盤内物質輸送、廃棄物処分場、
地盤汚染

ガイダンス（特殊環境下の地盤汚染事例の紹介）/ 廃棄
物処分場とは？ / 廃棄物処分場の遮水システムの設計 /
地盤内溶質の挙動（移流・拡散現象）/ 吸着現象の数理
/ 地盤内溶質の挙動（移流・拡散・吸着現象）/ 地盤内
溶質の � 次元数値シミュレーションの基本説明 / 地盤内
溶質の � 次元シミュレーションの練習 / 地盤内溶質の �
次元数値シミュレーションの結果の議論 / 地盤内溶質の
� 次元数値シミュレーションの再実行 / 地盤汚染の修復
技術 / 第 � 回～ �� 回の内容のまとめと演習

科目名：環境地盤工学
授業テーマ

授業テーマ

米島万有子 准教授/大学院人文社会科学研究部（文学系）

自然地理学、地形学、水文学、気候学、環境
地理学、地理情報技術、災害

ガイダンス：地理学とは？ / 気象 � 世界の気候 / 気象 � 日本の
気候 / 気象 � 気候変化 / 水文 � 水文学 / 水文 � 熊本の水循環 / 応
用 � 自然地理学と感染症 / 地形 � 地形の基礎 / 地形 � 山地の地
形 / 地形 � 平野の地形 / 応用 � 自然地理学と自然災害 / 環境 �
植生の分布と遷移 / 応用 � 自然地理学と獣害 / 本授業のまとめ

科目名：自然地理学概説

科目名：海洋生態多様性学

授業テーマ

地球資源、エネルギー、自然災害、環境問題

松田 博貴 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

磯部 博志 教授/大学院先端科学研究部（理学系）

イントロダクション / エネルギー資源学 / エネル
ギー問題と現代社会 / 地球資源と現代社会 / 災害
地質学 / 環境地質学 / 講義の総括；総合討論

科目名：社会地球科学

授業テーマ

自然地理学、環境、人々の暮らし、文化、
環境問題、COCP�

ガイダンス / 災害と文化 � 火山 / 災害と文化 � 地震・
津波 / 災害と文化 � 水害 / 水環境と文化 � 水利 / 水環
境と文化 � 湿地 / グループワーク / 中間プレゼンテー
ション / 観光と文化 / 山の環境と文化 � 里山 / 山の環
境と文化 � 生物資源 / 住環境と文化 集落・感染症 / プ
レゼンテーション / 本講義のまとめ

科目名：自然地理学Ⅱ

授業テーマ
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20232022202120202019 20232022202120202019

20232022202120202019

過去5年間における
LPガス使用量の推移

9.0 ％
前年比
ダウン

2023

環境に関するデータ
Overview of Kumamoto University7
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27,068
25,31824,377

66.9

0.407
0.0136
0.0161(0.0163)
0.0189(0.0193)
0.0185(0.0187)

22,780
26,622

26,622
16.8前年比

2023年度炭素及び二酸化炭素換算係数

6.4

16.6

54.6 

14.3
1.3

5.2

0.9
589,610
(536,618)

( カッコ内は改正省エネ法に基づき算定 )

大学病院がある本荘北地区のエネルギー使用が��.�％と一番多い。
黒髪北・南、本荘北・中・南、大江の合計エネルギー使用割合は、��.�%となり、
本学エネルギー使用の大部分はこの�地区でのエネルギー使用となります。

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
城東町地区 新南部地区 天草地区 宇城三角地区 渡鹿地区 広木地区 益城地区 東京オフィス地区 関西リエゾンオフィス地区

17.1％
前年比
アップアップ

20232022202120202019

9.7

12.1
11.1

2,395 2,277 2,31711.0
12.5 2,358 2,399

12.5 2,399
1.1前年比 1.7前年比 アップアップ

原動機付自転車1台、軽自動車4台、
普通車20台、大型車1台、救急車3台

※本学では、３台の電気自動車（普通車2台、軽自動車1台）と２台のディーゼル自動車
（普通車１台、大型車１台）も所有しており、2023年度の軽油使用量は1.6kLでした。

1.1％
前年比
アップ

1.7％
前年比
アップ

20232022202120202019 20232022202120202019

57.1

67.9
63.561.1

( カッコ内は改正省エネ法に基づく係数 )

16.8％
前年比
アップ

お土産にも人気！
「熊大オリジナルマスキングテープ」を販売開始！

熊本大学には、さまざまなオリジナルグッズがあり、お土産
やプレゼントとしてご利用いただいています。
そんな熊大オリジナルグッズに、マスキングテープが登場し
ました！五高の制服を着たくまモンと赤門をデザインしたも
のと、五高記念館や夏目漱石の碑などが入ったキャンパス
ミュージアムデザインの２種があります。
熊大生協全店舗で購入可能です。

https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/koho/2024/20240722

＜商品概要＞
価格：各 ��� 円（税込）
仕様：テープ幅 ��mm/ テープ長さ �m

熊大トピックス

詳
し
く
は
こ
ち
ら
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652
572 597

1.3
0.9 0.9

2.6
609 602 2.8

602 0.9

20232022202120202019 20232022202120202019

1.1％
前年比
ダウン

66.3％前年比ダウン

1.1前年比 ダウン 66.3前年比 ダウン

373.2361.5
391.4

361.3 378.0

378.0
アップ4.6前年比

4.6％
前年比
アップ

20232022202120202019

426.3418.8
449.4

411.7 417.4

417.4
アップ1.4前年比

1.4％
前年比
アップ

20232022202120202019

����年度と比べると、全体の可燃物
排出量は減少しました。
特に、本荘北地区（大学病院以外）、渡鹿地区
では大幅に減少しました。

21.6

9.5

6.7

41.3

33.7 139.0 16.5

303.0
14.4

15.4

1.3602

2023年度の地区別の可燃物排出量の比較
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2,44117,4561

97 1170150,232

0 74563293,515

3,950 26241,688

1,238 1742703,110

〈����年度〉

5,857 121 123 126
141

109

4,269
3,667

2,789

1,238

1,238 126
44.4前年比 ダウン 2.4前年比 アップ

20232022202120202019 20232022202120202019

44.4
％
前年
比

ダウ
ン

7.5％ 前年比アップ

122
41.943.6

55.1

114

270

122 120 42.2 45.3

120
45.3

7.5前年比 アップ

20232022202120202019 20232022202120202019

1.5％
前年比
ダウン

1.5前年比 ダウン

2.4％前年比アップ

「熊本大学の桜で染めたタオルハンカチ」
ふんわり優しい SDGｓな 1 枚です

熊本大学のキャンパスに植栽された桜の木の枝から抽出した天然
の染液で、上質の今治産タオル生地を染 め上げました。植物本
来の色を活かした優しい色合いで、手触りもふんわり。廃棄され
てしまう桜の枝を、ハンカチとしてアップサイクルした、SDGｓ 
な熊本大学らしい商品です。熊大生協全店舗で購入可能です。

＜商品概要＞
価格：� 枚 �,��� 円（税込）
大きさ：�� ㎝ ×�� ㎝
日本製・今治産・綿 ���%

熊大トピックス

詳
し
く
は
こ
ち
ら

https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/koho/2024/20240807
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562.813

0.8

0.2

2.0

1.8

1.3

226.58.0

231.71.0

1.31.6134

62.90.9

2.6

2.9

2.2

19.6

0.10.4

〈����年度〉

〈����年度〉

〈����年度〉

〈����年度〉

〈����年度〉

産業廃棄物の中でも、毒性、爆発性、感染
性その他、人の健康または生活環境に係
る被害を生じるおそれがある性状を有
する廃棄物。

実験で直接使用した廃棄物（未使用を含
む）は実験廃棄物や不用薬品として、さ
らに液体状で発生した廃棄物は実験廃
液として収集しています。

PRTR対象物質については、化学
物質管理支援システムYAKUMO
により、その種類、保管量、使用
量等を適切に管理しています。
また、過去の使用状況を遡って
確認することも可能です。

生活で発生する廃棄物のうち、環境に有
害な重金属類を含む廃棄物や廃棄の際
に取扱い上で危険なものは、その他の廃
棄物とは分けて収集しています。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃
掃法）による分類。質的にも量的にも生
活で排出されない廃棄物。

1.43,060

1200

50 0.0 0.0 0.0

860

200

1,000

120
0.70.10.6

370

排出量及び移動量の割合は令和�年度PRTR
データの概要（令和�年�月経済産業省製造
産業局化学物質管理課、環境省環境保健部
環境安全課）の高等教育機関における排出
割合を採用しました。

特定化学物質の環境への排出量の把握及び
管理の改善の促進に関する法律（化管法ま
たはPRTR法）に該当している化学物質を１
トン以上取り扱っている化学物質（事業場
ごと）。

����年度PRTR届出量〈黒髪南・本荘北地区〉

■塩化メチレン（黒髪南地区）
■キシレン（本荘北地区）
■ノルマル-ヘキサン（黒髪南地区）

ジクロロメタン クロロホルム

ノルマル-
ヘキサン

キシレン

ホルムアルデヒド�
�

�
�

�
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施設・環境委員会

環境報告書編集専門委員会

株式会社談

施設部施設企画課施設・環境マネジメント推進室

環境・エネルギーマネジメント担当

〒860-8555　熊本市中央区黒髪２丁目39-1

Tel. 096-342-3223　　FAX. 096-642-3220

E-mail　sis-energy@jimu.kumamoto-u.ac.jp

環境的側面 

環境報告ガイドライン2018年版

SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）

2023年4月～2024年3月

【連絡先】

発　行

編　集

デザイン

作成部署

2024

Kumamoto University 86Kumamoto University85

熊本大学では、学生と教職員が協働した持続的な環境モデル「エコ・キャンパス」を創造するため、多様な環
境配慮活動等を推進しています。その成果として、エネルギー消費原単位を近年で最も削減することに成功し
ました。引き続き、エコ・キャンパスの実現と持続的な環境改善の推進及び環境マネジメント活動を全学的に
展開して、環境配慮活動に努めたいと思います。

今年で��回目の発行となる熊本大学の環境報告書「えこあくと２０２４」はデザインを一新し、読者に「見や
すさ」、「読みやすさ」、「親しみやすさ」を感じていただけるよう、写真・イラスト・グラフを多く取り入れまし
た。また、昨年度に引き続いて紙面だけではお伝えしにくい部分を動画配信するなど、「わかりやすさ」も追求
しました。

さらに、本号では「水資源・生物多様性」というキーワードに着目して本学の教員と大学院生にインタビュー
を行い、研究を始めたきっかけや日頃から大切にしていることなど、研究への熱い想いをお届けしました。

最後になりますが、本報告書の発行にあたり、ご支援・ご協力いただきました関係の方々に深くお礼を申し
上げます。今後も本学の環境配慮活動等を通じて、持続可能な社会づくりの更なる発展に貢献できる様に努め
て参ります。

2024年9月

環境報告書編集専門委員会
委員長

中田  晴彦

熊本大学の環境報告書(愛称：えこあくと)の「えこあくと2024」を

発行しました。

環境報告書「えこあくと２０２４」編集後記

https://www.kumamoto-u.ac.jp/
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